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る例はなかった。また新たな血栓症の発症はなかっ
た。
【考察】症候性DVTの発生率はL8％であり諸家の
報告と同等であったが、無症候性DVTの頻度はさら
に高い。低分子ヘパリン療法が比較的短期間で効果が
あり、術後出血量などにも影響が少ないため、無症候
性DVTにも効果が期待できる。
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3D画像処理の特性を利用した内臓脂肪計測法
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【目的】メタボリックシンドロームの診断では、二部
における内臓脂肪の面積が重要とされる。従来、CTに
よるaxial像を付属のアプリケーション（DENSITY
MASK等）や市販の専用ソフトを使用して計測して
いる。この度、アプリケーションが付属していないCT
装置で撮影した場合でも、ワークステーションを使用
し、3D画像処理の特性を利用した内臓脂肪計測法を
考案したので、その精度を検証した。
　（使用機器）CTスキャナー　GE　ProSeed　SA
　ワークステーション　GE　Advantage　Windows　2．0
【方法】通常の腹部CT検査で得られた二部付近の
RAWデータを使用し、連続したlmm間隔の画像を
5枚以上作成する。ワークステーションにて、連続した
5枚のイメージデータをもとに、サーフェスレンダリ
ング法で3D画像処理し、脂肪のみのしきい値を設定
して内臓脂肪を抽出し、体積を計測する。次式によっ
て面積を求め、CTスキャナーに付属のアプリケー
ション（DENSITY　MASK）で計測した面積と比較し
た。
　　　　　　　　面積≒体積÷厚さ
【考察】GEのワークステーションは、連続した5枚
以上の画像で3D画像処理が可能となる。作成された
3Dイメージの厚さは、スライス厚やスキャンピッチ
に関係なく、使用された画像の間隔のみに依存し、l
mm間隔の画像を5枚使用すれば5mm厚となる。通
常の腹部CTは、ヘリカルスキャンで撮影しているた
め、RAWデータさえあれぼ、改めて月齊部を撮影する
必要はない。測定値に僅かな差が生じたのは、実効ス
ライス厚の違いによるものと考える。脂肪のしきい値
は諸説有り、その値によって計測値は変化するが、今
回その評価は見送ることにした。
【結論】3D画像処理の特性を利用した内臓脂肪計測
法は、従来の計測法と同等の値が得られた。
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造影超音波によるセンチネルリンパ節診断に関
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【目的】癌の手術療法において縮小手術を目的とし
たSentinel　lymph　node　navigation　surgeryが注目され
ている。乳癌や胃癌等のセンチネルリンパ節の同定に
はRI法や色素法が使われてきた。一方、超音波造影剤
である微小気泡を局所注射することにより、センチネ
ルリンパ節が描出されることが分かっている。以前
我々は、Sonazoid⑪を使って悪性腫瘍のセンチネルリ
ンパ節転移のモデル動物を用いてその造影性を検討
した。今回それに加え、膿瘍による炎症性リンパ節寸
恩のモデルを作成し、腫瘍性との差異を比較検討し
た。
【方法・対象】　モデルは計8羽（腫瘍5羽、炎症3羽）
の白色家兎を使用した。白色家兎の足背に腫瘍転移モ
デルではVX2腫瘍を、炎症性腫張モデルでは大腸菌
もしくは黄色ブドウ球菌を植え込み、1週から5週後
に造影超音波でセンチネルリンパ節および炎症性腫
張リンパ節を造影・撮像した。
　超音波装置は東芝社製Aplio、プローブは7．5　MHz
のリニアタイプを使用した。造影モードはPulse　Sub－
traction　Imaging（PSI）を用い、音圧はMI値で、　O．2－
O．4を用いた。
　腫瘍原発巣もしくは膿瘍周囲の皮下に、Sonazoid⑬
を0．02－0．25mLを1－4箇所に局所注射した。投与後同
部をマッサージしながら、鼠径部もしくは膝窩のリン
パ節の造影像を観察・撮像した。その後、青色色素を
皮下注射し、局所を切開しセンチネルリンパ節を確認
後摘出し、造影超音波像と病理組織を比較検討した。
【結果】腫瘍転移モデルの造影超音波では、センチネ
ルリンパ節が造影され、染影は持続した。腫大したリ
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